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提案内容 
題目（Title）： 
ネットワーク関連の変更提案 

 
背景（Background, History）： 
インターネットへの接続、ANSI/ASHRAE 135-1995との相互接続性を高める必要性が予想される。 

 
問題点（Problem）： 
(1) IPアドレスがプライベートアドレスだと、インターネットを介して外部からアクセスすることがで
きない。 
(2) Hop Count を１に定めているため、２個以上の BACnet ルータを超えることができない。
ANSI/ASHRAE 135-1995では 255を設定するように定めている。 
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解決策（Solution）： 
 
規格（IEIE-P-0003:2000）変更案（Change to Standard（IEIE-P-0003:2000））： 
（原規格条文に対して変更追加がわかる変更履歴付きとする。取消しは一本線、追加は斜体赤字で表記） 

 
 (1) IPアドレスについて 

 
3.1.1 下位層 この仕様書で規定する下位層はEthernet上の TCP/IPであり、IPプロトコルとUDPプ
ロトコルを使用する。以下、IPアドレスとUDPポート番号の付与規則を述べる。 
a) I P アドレスの付与規則 この仕様書の装置アドレスは、TCP/IPの IPアドレスであり、RFC 1597
で推奨されているクラスＣのプライベートアドレスを使用することを推奨する。したがって、... 

 
 
(2) Hop Countについて 

 
3.1.2 上位層 この仕様書の上位層は、アプリケーション層のみである、BACnet/IPと相互接続性を確
保するために、BACnet Network LayerのサブセットとBACnet Virtual Link Layerのサブセットを規
定する。 
a) BACnet/IP 対応デバイス同士の通信の場合 ... 
b) BACnet/IP デバイスと BACnet/IP 対応のルータ経由での non -BACnet/IP デバイスとの通信 

1) non-BACnet/IP デバイスあての場合は、APDU の先頭に BVLC、Version、Control、DNET、
DLEN,DADR、Hop Countを追加する。 

... 
第 10オクテット：DADR（Mオクテット） 
第 10＋Ｍオクテット：Hop Count＝ 1 255 
第 11＋Ｍオクテット以降：この仕様書のアプリケーション層データ 

... 
DLENは、non-BACnet/IPデバイスのMACアドレス長で、DADRは、最終あて先MACアドレ
スで使用している物理層によって長さが異なる。Hop Countはこの仕様書では１のみを定義する。 

2) non-BACnet/IP デバイスからの場合は、APDU の先頭に BVLC、Version、Control、SNET、
SLEN,SADRを追加する。 
 


